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【プログラム】
	日程
	時　　間
	テ　ー　マ
	  講  師（敬称略）

	6
月
14
日
(土)
	12:30～12:40
	（事務局事務連絡）
	

	
	12:40～13:50
	一般精神疾患（総論）と自閉症スペクトラム障害：DSM-5改訂もふまえ
	十一   元三

	
	14:00～15:10
	自閉症スペクトラム障害（１）：併存障害を視野に入れた臨床像の把握
	義村　さや香

	
	15:20～16:40
	睡眠の科学：生体リズムから精神保健へのアプローチ
	若村   智子

	
	16:50～17:20
	＜質疑応答＞
	（第１日目講師）

	6
月
15
日
(日)
	10:10～11:30
	記憶の発達と「心的タイムトラベル」：子供の認知はどのように育つか
	内藤   美加

	
	12:30～13:50
	自閉症スペクトラム障害（２）：描画検査からみえてくるもの
	生天目 聖子

	
	14:00～15:00
	自閉症スペクトラム障害（３）：社会的問題行動の病理と分析
	十一   元三

	
	15:10～16:00
	＜講師討議と質疑応答＞
（前半）講義補足と講師討議
（後半）総合質疑
	司会：十一元三
（第２日目講師）



201４年度　発達障害・専門講座９（東京）








№１４２０９





広い視座から自閉症スペクトラム障害を捉える


－精神医学・発達認知科学・臨床心理学・睡眠生理学－











期　　日：２０１４年 ６月１４日（土）～１５日（日）


受講対象：教育・医療（心療内科・小児科など精神科近接領域）・心理・産業保健・就労支援・司法・福祉等の機関・現場で精神保健にかかわる方々、研究生・大学院生など興味のある方


定　　員：１５０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１１,０００円（税込み）　　※昼食は各自でおとりください


主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団　　TEL 03-3986-7021


会　　場：エムワイ貸会議室　TDビル　３階　東京都新宿区高田馬場１丁目２９－９　


JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」　戸山口徒歩２分


　　　　　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」　５番出口徒歩５分








講 師 陣 ご 紹 介（ご出講順）


ご企画：十一　 元三　先生：京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系(臨床認知神経科学分野) 教授





義村 さや香 先生：京都家庭裁判所、京都大学大学院医学研究科（児童精神科医）


若村　 智子 先生：京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系 教授（基礎看護学）


内藤　 美加 先生：上越教育大学大学院 教授（認知心理学、文学博士）


生天目 聖子 先生：滋賀県心の教育相談センター チーフカウンセラー（臨床心理士）











自閉症スペクトラム障害（ASD）の人がもつ多彩な特徴を理解する際、これまでその特殊性や独自性のみが強調されてきました。近年、ASDの研究と相互作用しながら定型発達の特徴が明らかになるにつれ、ASDの特徴には定型発達の早期段階でみられる特性と考えられる部分が少なくないことが分かってきました。このことは、定型発達をよく知ることがASDの深い理解につながることを意味しています。また、ASDにおける二次障害の多さを考えると、発達障害以外の一般的精神疾患・症状の理解が不可欠です。そこで、この東京講座では、ASDの児童精神医学に限定することなく、広く精神発達の視点からASDの理解を試みることにしました。このような目的を実現するため、大阪講座で大好評を博した臨床睡眠生理学の若村智子教授、発達認知心理学の第一人者の内藤美加教授をお招きし、参加者の皆様に児童精神医学および臨床心理学と相互に補完する視点を提供して頂くよう企画いたしました。


　　　　　　　　　京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系 教授 　十一　元三





※ 時間割・テーマ等については、多少異なる場合があることをお含みおきください。








